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ニレコ 液体計測専用近赤外分光アナライザ「A8860」向け 
6 チャンネルオートサンプラの提供を開始 

― より効率的なラボユースでの液体分析を実現 ― 
 
株式会社ニレコ（本社：東京都八王子市、代表取締役社長 中杉 真一）は、液体計測専用の近

赤外分光アナライザ「A8860」用のオプションとして最大 6検体の連続測定が可能となる 6チャン

ネルオートサンプラの提供を開始いたします。 

6 チャンネルオートサンプラは、最大 6検体をそれぞれ異なる温度設定で連続測定できることか

ら、A8860の標準仕様として搭載している 2チャンネルオートサンプラに比べ大幅な処理能力向上

が可能となります。これまでに導入いただいた A8860 にも利用可能なオプションとして精度と応用

性が求められるラボでの分析において、さらなる作業効率化が期待できます。 

 

ニレコは 40 年以上にわたる近赤外分析計の販売とサポートを通じてノウハウを蓄積しており、

ラボユース機の他にハンドヘルド型からインライン用の高速スキャンモデルまで、様々な用途に対

するラインアップを備えています。 

2022年にはラボユースにおける液体試料専用の近赤外分光アナライザ A8860 の販売を開始し、

固体試料分析用近赤外分光アナライザ「A8850」と合わせ、自社開発の近赤外分光アナライザを農

業や食品産業、医薬品や化学プラントなどのケミカル産業における研究開発や品質管理の分野に展

開してまいりました。 

 

分光を用いる計測法では、検体温度がスペクトルに影響を与える要因となるため、高い精度を求

める場合は温度管理が重要となります。今回発売する A8860 用 6 チャンネルオートサンプラは、検

体のセルに対して温度モニタリングと温度調節をすることにより実際の検体に近い温度管理ができ

ます。また、複数サンプルを異なる温度設定で連続して測定可能なシステムとなっており、同一温

度条件での測定の他に、適正温度が異なる検体をより多く一度に測定するような用途にも対応しま

す。 

6 チャンネルオートサンプラの発売により、液体試料向け近赤外分光アナライザ A8860の利便性

向上と利用分野の拡大を期待しています。 

  



 
 

A8860（6 チャンネル仕様）本体         機器前面のセル温度表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■仕様 

電源入力 単相 AC 100V-240V 50/60Hz 

消費電力 最大 200W 

測定波長範囲 400-2500nm 

側光範囲 2.0AU 

ノイズ(RMS) at 0Abs 400-700nm   ＜50μAbs 
700-2500nm  ＜30μAds 

データ間隔 0.5nm 

スキャン速度 2 スキャン/秒 

検出器 400-1100nm   Si(シリコン) 
1100-2500nm  PbS(硫化鉛) 

温調設定範囲 35-60℃ 

重量 36kg (セル類等オプション除く） 

外形寸法 W406x H394 x D631  mm 

 
■本件に関するお問合せは 

  株式会社ニレコ 
  食品分析営業課 

  TEL: 042-660-7344 FAX: 042-660-7410 
e-mail: info-oe@nireco.co.jp 

 
【ニレコについて】 
1950年 11 月設立、事業内容：制御および計測装置の開発、製造、販売ならびに保守サー
ビス、連結売上高 9,155百万円（2023年 3 月期）、資本金 3,084 百万円、東証スタンダー
ド上場（証券コード：6863）、URL: https://www.nireco.jp 
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